

























































































































































































































































三７０ ④△△＊ ④△⑤△ 口辨 ⑦△８△⑩△⑱△
⑮△
⑯△＋
白峰方言嘘来
以上、白峰方言の特徴的な事象のごく－部について、その変化の実態をご紹介しました。今回の
調査結果全体を見渡した場合には、先に述べたとおり、全国の多くの方言が共通語化を中心に大き
く変容しつつある中で、白峰方言もまた例外でないことがわかりました。ただ、同時に、最近調査
を進めている石川県内数か所の方言に比べて、白峰方言がむしろその特徴を比較的よく残している
こともわかりました。このことは、白峰の人たちが、自分たちの方言の特徴を強く意識し、村内で
の生活のことばとしての白峰方言に愛着を感じ始めていることと無関係ではないと思われます。近
年、様々な形で方言が再評価されるようになりましたが、研究者が消えゆく伝統的方言の記録の重
要性を強く意識しているのとはまた違った意味で、地域社会の人たちが自分たちの生活のことばで
ある方言に次第に目を向け始めていることは歓迎すべき傾向だと考えています。
白|峰村では昨年から、２０代・３０代の若い人たちを中心に、北陸地方では唯一の方言イベントがス
タートしました。ことば、特に音声のみの方言は－度消えたら復活することはまず無理ですが、こ
のイベントを契機に、白峰村の人たちの生活にとって大切なことば、必要なことばは、これからも
できるだけ長く受け継がれていってほしいものだと思います。
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